
特集：奈良崎真弓さん

こんにちは。神奈川県の奈良崎真弓です。
私から、 皆さんに３つのメッセージを書きます。

1つ目は私がやっている「にじいろでGO！会」

の活動について

　私たちのこの会は、知的障害者と支援者が一緒になって、

津久井やまゆり園事件のことから活動が始まって今年で 5

年目になります。1か月に 1回集まって話し合ったり、食

事会をしたり。毎年 7月、津久井やまゆり園事件で亡くな

られたり、負傷されたりした仲間のことを忘れないために

シンポジウムをやっています。ただ、昨年からコロナの影

響で大きなシンポジウムはできないので自由参加の勉強会

をやっています。

　振り返ると、
1年目は自分たちのことを自分の言葉で話そう

2年目は自分たちで選んだ “にじいろの暮らし”。

3年目はみんなの夢を語り合おう、

4年目は津久井やまゆり園事件の時、亡くなった 19 名の仲

間たちの名前の（公表の）こと。

5年目の今年はまだ未定で皆さんと打ち合わせも出来てい

ません（6/25 時点）。7月のシンポジウムで仲間たちに会っ

て、話し合いが終わった後の飲み会も出来ないのがとても

寂しいです。そんな中でも嬉しかったことがあります。

にじいろでGO！の勉強会に初めて神奈川県の黒岩知事が

参加してくれたことです。　　　　　裏面に続きます↓



その時の勉強会の内容は『障害者権利条約』の第 19 条「街
の中で自分らしく生きること」をやりました。最初は仲
間たちがいつもと違って緊張しているのを久しぶりに見
ました。やっていく中でいつものにじいろでGO！の仲
間たちになってきました。まず、今の暮らしのことを発
表しました。次はこれからどんな暮らしをしたいかを発
表しました。黒岩知事も一緒になってくれました。仲間
たちの意見を聴いて知事はびっくりしていました。「結
婚して自分の家を建てたい」、「マンションで一人暮らし」
などの意見がでました。知事からは、津久井やまゆり園
の今後の参考になったと返事がありました。
今回の勉強会はとても楽しくて良かったと思います。ま
た、黒岩知事と一緒に勉強会をしたいと思いました。

2つ目は、お願いしたいこと。
 　私はいろんな人たちと勉強会や食事会をして仲間づく
りをしたいです。もっと仲間を増やしたいです。ぜひ千
葉県や船橋でも本人の会をもっとやってほしいです。い
つか神奈川県の本人の会と交流会したいです。学生の時
はいっぱいいた友だちも卒業してからはいなくなりま
す。理由として、仕事をしていると会う機会が減るから
です。本人の会は同じ知的障害者と支援者が一緒になっ
てするので、悩みごとを話せたり、いろんな体験や楽し
いこともできるようになります。障害者も辛いことは
いっぱいあるけどハッピーになれます。
障害者は出来ることもありますが、出来ないことがいっ
ぱいあります。親や支援者に迷惑をかけるけど助けても 

らって出来ることは自分でやってほしいです。
障害の理由でバカにされたけど、みんなで力を合わせれ
ばできることを伝えたいと思いました。

3つ目は、親はなくてもいろんな支援があれば
幸せになれることについて
　私も一番大好きなお父さんが亡くなった時は寂しかっ
たが、家族や支援者、仲間たち、育成会の親たちが応援
してくれました。今は大丈夫です。私のそばにはいつも
お父さんがいるからです。
皆さんへのメッセージとして、親が亡くなる前に、障害
の仲間たちを作ったり、想い出をいっぱい作ってほしい
です。私の仲間でも施設で暮らす人が多くなってきまし
た。今はコロナで会えないけど落ち着いたら一ヵ月に 1
回でも仲間と食事に行ってほしいです。グループホーム
の仲間たちも食事に行ってほしいです。私からのメッ
セージとして、『障害があってもいろんな人たちの支援
があればハッピーになれます』
①生きているうちにいろんな体験をさせてあげて。
②いろんな人に助けてもらってください、そして「あり
がとう」を言おう。
③いろんな人に障がいのことをわかってもらおう。
④私たちがもっと福祉サービスを使いやすいようにして
ほしい。親も福祉サービスについて知ってほしい。
⑤障害があって生まれてきても生きていることをわかっ
てほしい。丸の 5つが親たちへのメッセージです。
　　「船橋へ行って皆さんとお話したいです！！」
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2021 年 8 月 10 日（火）10 時～ 12 時　司法書士渡部伸氏のオンライン研修が行われます。

問合せは赤津（090-1217-3003）まで。
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